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有用性が検証されている。本章にて著者はまず、PDMF が TKI との共刺激下において A549
細胞の増殖を相乗的かつ著明に抑制することを見いだしている。続いて著者は、PDMFと TKI
（ニロチニブ）との併用による抗癌作用の増強が細胞周期停止の亢進によるものであるこ










 本研究では、P. frutescens由来新規フラバノン誘導体 PDMFが p53癌抑制遺伝子を分子
標的とする新たな抗癌性フィトケミカルであることを明らかにすると共に、本分子が現行
抗癌剤との併用による化学療法技術の開発にも有用であることを示した。一連の成果は、
癌の新たな治療及び予防技術の開発に対しても極めて有益なる指針を与えるものと期待さ
れる。よって、本論文の著者は、博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するもの
と認める。 
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